
武
里

た
け
さ
と

の
地
名

ち
め
い

（
上
） 

 

武
里
地
域
は
、
古
代
は
海
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

考
古
時
代
に
つ
い
て
は
今
後
発
刊
さ
れ
る
「
春
日
部
市
史
※
１

」
第
一
巻
考
古
資
料
編
に
よ
ら
な
け
れ
ば
詳
細
は
判
明
し
な
い
が
、
学
者
（
中

川
徳
治
…
備
後
在
住
）
の
説
に
よ
る
と
、
海
の
後
退
に
よ
っ
て
開
け
た
場
所
で
、
こ
の
地
域
は
当
時
の
海
退
に
よ
り
生
じ
た
利
根
川
（
現
古
利

根
川
）
荒
川
（
現
元
荒
川
）
の
古
い
流
路
の
中
に
存
在
し
た
湿
地
帯
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 

 

最
近
で
あ
る
が
、
東
急
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
さ
れ
た
際
、
地
下
数
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
か
ら
有
楽
町
と
呼
ば
れ
て
い
る
地
層
が
発
見
さ
れ
、

貝
（
カ
キ
等
）
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
地
が
太
古
は
海
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

中
世
に
な
っ
て
か
ら
も
、
こ
の
地
域
は
低
湿
地
帯
が
多
く
、
未
開
の
地
で
あ
っ
た
。
増
田

ま
す
だ

新
田

し
ん
で
ん

・
一
の
割
・
薄
谷

す
す
き
や

・
大
場
等
は
谷
原
沼
ま
た

は
大
場
沼
と
い
う
沼
地
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
備
後
須
賀
稲
荷
大
明
神
の
由
緒
に
春
日
部
治
部
云
云
と
あ
り
、
現
在
の
丘
の
よ
う
な
地
域

が
島
と
し
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
砂
丘
層
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
利
根
川
の
自
然
堤
防
付
近
は
中
世
に
は
あ
る
程
度
開
発
さ
れ
て
い
た
。
中
世
の
後
期
に
は
備
後
村
・
大
畑
村
・
大
枝
村
・
大
場
村
・

中
野
村
は
内
出
郷
・
太
田
庄
新
方
領
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
古
時
の
こ
と
で
明
ら
か
で
は
な
い
が
天
正
年
中
よ
り
徳
川
氏
の
領
地
で
あ

っ
た
。 



 
近
世
に
な
っ
て
検
地
が
行
な
わ
れ
、
幕
府
直
轄
（
天
領
）
区
域
と
岩
槻
藩
領
・
旗
本
知
行
地
が
定
ま
っ
た
。
天
領
に
は
備
後
村
の
一
部
と
大

畑
・
大
枝
・
大
場
・
中
野
・
市
野
割
の
各
村
。
岩
槻
藩
領
に
は
、
増
田
新
田
・
薄
谷
村
。
知
行
地
は
、
備
後
村
を
正
木
・
森
川
・
戸
田
・
高
木

の
四
知
行
に
あ
た
え
ら
れ
て
統
治
さ
れ
た
。 

 

明
治
初
期
、
廃
藩
置
県
の
制
に
よ
り
岩
槻
藩
領
は
岩
槻
藩
→
岩
槻
県
→
浦
和
県
→
埼
玉
県
と
な
る
。
天
領
と
知
行
地
は
大
宮
県
→
浦
和
県
→

埼
玉
県
と
な
っ
た
。 

 

明
治
十
七
年
に
、
聊
合
戸
長
制
度
が
定
め
ら
れ
て
、
区
域
内
八
ヵ
村
は
聊
合
し
備
後
村
に
聊
合
戸
長
役
場
（
森
泉
安
兵
衛
宅
…
現
存
）
を
設

置
し
た
。 

 

明
治
二
十
二
年
町
村
制
の
施
行
に
よ
り
、
八
ヵ
村
を
合
併
し
て
一
村
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
村
の
名
称
は
住
民
の
協
議
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
が
、
古
典
あ
る
い
は
由
緒
あ
る
名
称
で
は
な
く
、
武
里
村
と
命
名
さ
れ
た
。
古
老
の
語
り
伝
え
に
よ
る
と
、
「
武
蔵
野
の
里
」
の
意

で
あ
っ
て
、
武
蔵
国
の
〝
武
〟
と
里
で
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
。
武
里
村
の
誕
生
に
よ
り
、
各
村
は
そ
れ
ぞ
れ
大
字
名
と
な
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
九
年
七
月
一
日
町
村
合
併
に
よ
っ
て
春
日
部
市
と
な
り
、
武
里
の
地
名
は
地
区
名
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

こ
の
地
域
で
は
、
農
民
生
活
共
同
体
と
し
て
、
つ
ぎ
の
村
落
名
が
使
用
さ
れ
た
。 

▽
大
場
…
沖
・
下
・
中
・
新
田
・
谷
中 

▽
備
後
…
上
・
中
・
下
・
須
賀
の
各
組 



▽
市
野
割
…
み
み
よ
う
・
堂
免 

▽
増
田
新
田
…
大
場
沼
・
京
ノ
割
・
も
の
割 

 

他
の
区
域
は
一
村
名
で
村
落
名
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。 

初
出
「
広
報
か
す
か
べ 

昭
和
五
十
四
年
四
月
」
か
す
か
べ
の
歴
史
余
話 

※
１ 

昭
和
六
十
三
年
に
発
行
。 

 


